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現代を生きる私どもの使命

　
『
林
業
福
島
』
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
に
は
、
県
内
各
地
域
の
林
業
振
興
と
森
林
管
理
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昨
年
六
月
一
日
に
公
布
さ
れ
た
『
森
林
経
営

管
理
法
』
が
今
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
」
が
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
経

営
管
理
に
対
す
る
責
務
が
明
確
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
森
林
所
有
者
自
ら
が
経
営
管
理
を

実
行
で
き
な
い
場
合
は
市
町
村
が
所
有
者
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林

業
経
営
者
に
再
委
託
す
る
、
あ
る
い
は
再
委
託
で
き
な
い
森
林
は
市
町
村
が
経
営
管
理
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
内
の
森
林
は
、
こ
れ
ま
で
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
等
の
人
工
林
が
木
材
と
し
て
利
用
可
能

な
時
期
を
迎
え
、
国
内
の
木
材
自
給
率
が
平
成
二
九
年
に
三
六
・
一
㌫
と
過
去
三
〇
年
間

で
最
高
の
水
準
と
な
っ
た
と
の
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
一
方
、
多
く
の
市
町
村
が
管

内
の
人
工
林
の
手
入
れ
が
不
足
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
適
切
に

手
入
れ
さ
れ
た
森
林
は
、
多
く
の
命
を
育
む
と
と
も
に
、
豊
か
な
恵
み
や
多
く
の
感
動
を

私
ど
も
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。
適
切
な
森
林
管
理
は
、
木
材
の
育
成
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖
化
防
止
と
い
っ
た
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
、
そ
し

て
、
農
業
や
漁
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
福
島
県
の
四
季
を
彩
る
景
観
形
成
の
た
め
に
も
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

昨
年
六
月
十
日
、
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
」
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を　

い
の
ち
の
森
を
」
で
し
た
。
豊
か
な
機
能
を
持

つ
福
島
県
の
森
林
は
、
県
民
の
み
な
ら
ず
国
民
の
宝
物
で
あ
り
、
こ
の
森
林
を
「
希
望
の

森
、
い
の
ち
の
森
」
と
し
て
適
切
に
管
理
し
、
よ
り
良
い
森
林
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
ど
も
の
使
命
で
す
。
現
在
、
県
内
全
て
の
基
礎
自
治
体
が
「
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
開
始
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
用
し
、
私
ど
も
の
使
命
を
全
う
す
る
た
め
に
は
『
林
業
福
島
』
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
く
て
な
り

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会
（
会
長

菅
家
洋
一
（
会
津
土
建
㈱
）、
会
員
一
六

六
社
）
は
、
会
員
の
技
術
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
各
種
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
特

定
の
区
域
だ
け
に
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら

す
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被

災
か
ら
の
復
興
状
況
を
視
察
研
修
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
年
度
の
森
林
土
木
技
術

研
修
会
は
、
平
成
二
八
年
五
月
の
大
地
震

及
び
六
月
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
熊
本
県
を
対
象
に
、
平
成
三
〇
年
十

一
月
二
六
日（
月
）～
二
七
日（
火
）に
実
施

し
、
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
熊
本
城
復
旧
工
事
状
況
に
つ
い

て
、
く
ま
も
と
よ
か
と
こ
案
内
人
か
ら
の

説
明
で
は
、
崩
れ
た
石
垣
の
修
復
に
二
〇

年
、
四
二
五
億
円
の
経
費
が

か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

大
天
守
外
観
を
来
年
秋
ま
で

に
修
復
し
、
小
天
守
を
二
〇

二
一
年
春
ま
で
に
修
復
す
る

こ
と
に
よ
り
見
学
に
資
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
場
所
を
移
動

し
、
水
前
寺
成
就
園
の
復
旧

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
阿

蘇
伏
流
水
の
わ
き
水
に
よ
る

池
を
中
心
に
、
東
海
道
五
十

三
次
の
景
勝
を
模
し
た
大
名

庭
園
で
あ
り
、
地
震
後
は
湧

水
量
が
減
少
し
ま
し
た
が
、

現
在
は
回
復
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
南
阿
蘇
村
へ
移
動
し
て
、
熊
本

県
農
林
水
産
部
森
林
局
森
林
保
全
課
担
当

課
長
補
佐
及
び
熊
本
県
森
林
土
木
建
設
協

会
事
務
局
長
よ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け

た
立
野
地
区
の
県
治
山
事
業
（
宮
内
地

区
、
三
ツ
石
地
区
）
及
び
国
直
轄
事
業

（
阿
蘇
大
橋
地
区
）
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ

る
直
接
被
害
額
が
四
一
一
億
円
、
そ
の
後

の
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
と
治
山
施
設
被

害
も
合
わ
せ
て
合
計
五
四
一
億
円
と
二
四

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
二
倍
強
の
規
模

で
あ
り
、
国
の
早
急
な
対
応
に
よ
り
激
甚

災
害
の
指
定
を
受
け
、
国
庫
補
助
率
が
嵩

上
げ
さ
れ
、
補
正
予
算
（
予
備
費
）
の
対

応
も
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

阿
蘇
大
橋
地
区
に
つ
い
て
は
、
国
道
や

Ｊ
Ｒ
も
関
係
す
る
大
規
模
災
害
で
あ
る
た

め
、「
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す

る
法
律
」
の
適
用
第
一
号
と
し
て
「
非
常

災
害
」
に
指
定
さ
れ
、
国
直
轄
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
斜
面
上
部
に
不

安
定
な
土
砂
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
リ

モ
コ
ン
に
よ
り
建
設
機
械
を
遠
隔
操
作
す

る
な
ど
最
新
の
工
法
に
よ
り
施
工
し
て
お

り
、
現
在
は
斜
面
上
部
の
恒
久
的
な
安
全

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
ガ
イ
ド
の
説
明
に
よ
り
、
阿
蘇
中
岳
火

口
及
び
阿
蘇
火
山
博
物
館
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

火
口
ま
で
の
移
動
車
内
か
ら
は
、
地
震

及
び
そ
の
後
の
豪
雨
に
よ
り
山
肌
が
崩
れ

て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
、
火
口

に
お
い
て
は
、
火
山
ガ
ス
や
水
蒸
気
の
活

発
な
噴
出
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
六
年
十
月
の
噴
火
に
よ
る
舗
装
面

の
多
数
の
穴
や
、
被
害
を
受
け
た
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
建
屋
の
撤
去
状
況
を
見
回
し
、
改
め

て
火
山
の
脅
威
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
蘇
火
山
博
物
館
で
は
、
阿
蘇

火
山
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ
上
映
及
び
展
示

説
明
に
よ
り
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
全
体
を
通
じ
、
参
加
し
た
会
員
に

と
っ
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
と
実
際
の
現

場
と
の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
後

の
業
務
に
大
い
に
資
す
る
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

熊
本
県
で
県
外
研
修

平
成
三
〇
年
度
森
林
土
木
技
術
研
修
会

福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会

熊本城復旧状況視察

国直轄阿蘇大橋地区
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福島県林業研究センター

森林環境部　飯　島　健　史

ポット植栽の様子

林業研究センターだより

森林・林業における
カリウム施肥の可能性について

　

県
内
の
き
の
こ
用
原
木
は
優
良
な
も
の

で
し
た
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
森
林
は
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
ま

し
た
。
き
の
こ
用
原
木
の
出
荷
制
限
の
指

標
値
が
五
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
と
、
一
般

的
な
食
品
の
値
の
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㌔

㌘
よ
り
も
厳
し
い
値
が
設
定
さ
れ
、
現
在

も
多
く
の
地
域
で
き
の
こ
用
原
木
の
出
荷

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ナ
ラ
を
主
と

し
た
き
の
こ
用
原
木
の
伐
採
適
期
は
十
五

～
二
〇
年
と
短
い
た
め
、
早
急
な
調
査
・

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
濃

度
の
低
減
化
対
策
に
つ
い
て
の
指
針
等
の

作
成
が
必
要
で
す
。

　

震
災
か
ら
八
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
、

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
は
放
射
性
物

質
対
策
が
行
わ
れ
、
安
全
・
安
心
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
水
田
や
畑
地
な
ど
は
人

の
生
活
域
に
近
く
、
土
質
は
均
一
で
す
。

そ
の
た
め
、
除
染
を
は
じ
め
、
表
土
の
入

れ
替
え
や
カ
リ
ウ
ム
施
肥
、
多
く
の
場
所

で
の
統
一
し
た
調
査
な
ど
、
放
射
性
物
質

対
策
が
と
り
や
す
く
、
迅
速
な
対
応
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
、
森
林
は
対
象
面
積
が

広
大
で
、
急
な
斜
面
や
不
均
質
な
土
壌
を

も
つ
山
地
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と

な
る
植
物
は
収
穫
ま
で
数
十
年
を
必
要
と

す
る
樹
木
で
す
。
そ
の
た
め
、
農
作
物
に

比
べ
、
樹
木
は
放
射
性
物
質
汚
染
に
対
す

る
調
査
・
研
究
が
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
す
。

　

森
林
は
い
わ
ゆ
る
「
森
林
生
態
系
」
と

い
う
独
自
の
物
質
循
環
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
循
環
の
中
に
放
射
性
物
質
が

入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
放
射
性
物
質
そ

の
も
の
を
除
去
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
自
然
減
衰
を
待
つ
に
し
て
も
、
県
内

に
広
く
拡
散
し
た
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
半

減
期
は
約
三
〇
年
で
あ
り
長
い
年
月
が
か

か
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
除
染
が
難
し
く
、
農
地
の

よ
う
な
土
質
改
良
も
難
し
い
森
林
で
す

が
、
農
作
物
で
効
果
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
施

肥
が
、
樹
木
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
抑
制
で
き
る
良
い
方
法
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

き
の
こ
用
原
木
生
産
に
お
け
る
カ
リ
ウ

ム
施
肥
の
効
果
に
つ
い
て
、
国
立
研
究
開

発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構　
森
林
総

合
研
究
所
を
中
心
と
し
た
研
究
で
次
の
三

点
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
参
考
文
献
１）
）。

①
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
量
が
多
い

林
で
は
当
年
枝
の
面
移
行
係
数
（
土
壌

か
ら
植
物
体
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

動
き
や
す
さ
）
が
低
い
こ
と
。

②
カ
リ
施
肥
を
散
布
し
た
林
で
は
、
新
た

な
植
栽
苗
が
一
年
間
に
吸
収
す
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
少
な
く
な
る
傾
向

で
あ
る
こ
と
。

③
カ
リ
ウ
ム
肥
料
の
散
布
に
よ
り
、
一
調

査
区
内
の
当
年
枝
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
減
少
し
、
変
動
係
数
（
ば
ら
つ

き
）
が
低
下
し
た
こ
と
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
カ
リ
ウ
ム
施
肥
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討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
土
壌

中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
の
増
加
に
伴

い
、
植
物
体
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
減

少
す
る
、
つ
ま
り
吸
収
量
が
抑
制
さ
れ
る

現
象
が
樹
木
で
も
起
こ
る
の
か
検
討
す
る

た
め
、
コ
ナ
ラ
を
ポ
ッ
ト
植
栽
し
、
カ
リ

に
よ
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
か
ら

の
吸
収
は
抑
制
さ
れ
新
た
な
汚
染
は
抑
制

で
き
る
こ
と
、
林
分
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
の
ば
ら
つ
き
が
小
さ
く
な
る
た

め
、
林
分
全
体
の
汚
染
状
態
の
把
握
が
よ

り
簡
易
に
正
確
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
林
野
庁
の
検
証
事
業
に
よ
り
コ

ナ
ラ
植
栽
苗
及
び
萌
芽
更
新
木
に
つ
い

て
、
次
の
二
点
が
わ
か
り
ま
し
た
（
参
考

文
献
２）
）。

①
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
を
上

昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
コ
ナ
ラ
苗
へ
の

ウ
ム
施
肥
量
を
変
え
た
試
験
を
行
っ
て
い

ま
す
（
写
真
１
）。
ま
だ
試
験
開
始
一
年

目
で
す
が
、
こ
の
調
査
に
よ
り
コ
ナ
ラ
へ

の
カ
リ
ウ
ム
施
肥
の
適
正
量
を
把
握
し
、

そ
の
後
は
林
地
に
お
い
て
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
を
抑
制
で
き
る

こ
と
。

②
コ
ナ
ラ
萌
芽
更
新
木
に
対
し
て
、
三
年

間
継
続
し
て
カ
リ
ウ
ム
施
肥
し
た
結

果
、
葉
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
を

抑
制
す
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
森
林
総
合
研
究
所
の
ヒ
ノ
キ

植
栽
苗
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
も
カ

リ
ウ
ム
施
肥
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
参
考
文
献
３）
、
４）
）。

　

今
後
は
、
カ
リ
ウ
ム
施
肥
量
や
施
肥
期

間
、
コ
ス
ト
面
、
さ
ら
に
土
壌
の
違
い
に

よ
る
カ
リ
ウ
ム
施
肥
の
効
果
に
つ
い
て
検写真１　ポット試験の様子

参考文献

１）国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所（2018）
放射能汚染地域におけるシイタケ原木林の利用再開・再生

２）一般社団法人日本森林技術協会・アジア航測株式会社（2018）
平成29年度森林施業等による放射性物質拡散防止等検証事業報告書

３）Masabumi Komatsu, Keizo Hirai, Junko Nagakura & Kyotaro 
Noguchi (2017) Potassium fertilization reduces radiocesium 
uptake by Japanese cypress seedlings grown in a stand 
contaminated by the Fukushima Daiichi nuclear accident. 
SCIENTIFIC REPORTS

４）国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所（2017）
樹木の放射性セシウム汚染を低減させる技術の開発へ―カリウム
施肥によるセシウム吸収抑制を確認―。2017年12月21日国立研究
開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所プレスリリース

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2017/20171221/index.html
（参照：2019-01-15）
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○
山
火
事
の
発
生
時
期

　

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
雨
が
少
な

く
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
季

節
風
も
強
い
こ
と
か
ら
、
火
災
発
生
の
危

険
が
高
ま
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
ま
た
暖

か
く
な
る
春
は
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
で
山
に
入
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、
農

作
業
を
始
め
る
時
期
と
も
重
な
り
、
例

年
、
田
畑
や
自
宅
の
周
辺
な
ど
で
火
の
使

用
等
が
原
因
の
山
火
事
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
炎
が
燃
え
広
が
り
や
す
い
時

期
で
あ
る
た
め
、
初
期
対
応
が
遅
れ
る
と

大
規
模
な
山
火
事
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

○
山
火
事
の
発
生
原
因

　

全
国
で
平
成
二
九
年
に
発
生
し
た
山
火

事
（
林
野
火
災
）
は
一
、
二
八
四
件
で
あ

り
、
そ
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は
「
た
き

火
」
で
四
〇
二
件
、
次
に
「
火
入
れ
」
で

二
一
八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
県
に
お

い
て
も
四
二
件
の
山
火
事
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
※
１

　

こ
の
こ
と
は
、
山
火
事
の
発
生
原
因
の

多
く
が
人
為
的
な
不
注
意
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
注
意
を
す

る
こ
と
で
多
く
の
山
火
事
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
山
火
事
を
発
生
さ
せ
た
場
合
の
責
任

　

森
林
法
に
お
い
て
、
森
林
に
放
火
を
し

た
者
に
対
し
て
、
懲
役
の
罰
則
規
定
が
有

る
こ
と
に
加
え
、
失
火
に
よ
る
森
林
の
延

焼
に
対
し
て
も
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

山
火
事
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は

大
変
重
大
な
こ
と
で
あ
り
、
山
火
事
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
山
火
事
を
発
見
し
た
ら

　

山
火
事
の
消
火
活
動
は
、
市
街
地
の
火

災
に
比
べ
、
道
路
、
水
利
、
地
形
な
ど
の

条
件
か
ら
非
常
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
自

力
で
の
消
火
は
大
変
危
険
で
す
。

　

山
火
事
が
発
生
し
た
場
合
や
、
山
火
事

を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
防
署
等

へ
通
報
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
山
火
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

　

山
火
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意

を
し
て
、
山
火
事
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

①　

枯
れ
草
が
あ
る
等
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
こ
と
。

　

②　

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

　

③　

や
む
を
得
ず
た
き
火
等
火
を
使
用

す
る
場
合
は
、
火
気
の
そ
ば
を
離
れ

ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ

と
。

　

④　

火
入
れ
を
行
う
際
、
市
町
村
長
の

許
可
を
必
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十

分
な
実
施
体
制
を
と
る
こ
と
。

　

⑤　

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と

も
に
、
投
げ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
。

　

⑥　

火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

○
お
わ
り
に

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
火
で
も
燃
え
広
が
れ

ば
大
き
な
森
林
も
破
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水

源
か
ん
養
や
県
土
の
保
全
な
ど
森
林
の
持

つ
大
切
な
役
割
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
、
燃
え
て
し
ま
っ
た
森
林
が
も
と
の

姿
に
回
復
す
る
ま
で
に
は
、
何
十
年
も
の

月
日
と
多
大
な
費
用
を
要
し
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
の
豊
か
な
森
林
か
ら
山
火
事

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
県
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１�　

総
務
省
消
防
庁
公
表
資
料
（
平
成
三

〇
年
八
月
七
日
付
け
）
よ
り

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
　
～
忘
れ
な
い
　
豊
か
な
森
と
　
火
の
怖
さ
～

福
島
県
森
林
保
全
課

山火事などの災害に備え、森林
保険に加入しましょう。
くわしくは、最寄りの森林組
合、または森林組合連合会へ御
相談下さい。

森林保険

森林保険イメージキャラクター
マモルくん
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平
成
三
〇
年
十
一
月
十
七
日
（
土
曜

日
）
午
後
一
時
か
ら
、
須
賀
川
市
に
あ
る

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
「
ラ
フ
ラ
フ
須
賀
川

店
」
に
て
、
女
性
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

「
木
の
ス
プ
ー
ン
を
作
ろ
う
～
木
の
ス

プ
ー
ン
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
協
会
が

行
っ
て
い
る
森
林
・
林
業
担
い
手
対
策
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
や
林
業
に
興
味

関
心
の
あ
る
女
性
に
向
け
て
森
や
木
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
二
回
（
十
一
月
と
三
月
）
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
回
目
で
あ
る
今
回
は
、
須
賀
川
市
内

に
あ
る
木
工
作
品
の
工
房
「
か
わ
ら
ま
ち

木
工
舎
」
に
て
カ
ト
ラ
リ※
１ー
等
を
製
作
さ

れ
て
い
る
中
山
由
紀
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
、
彫
刻
刀
や
紙
や
す
り
を
使
っ
た

「
木
の
ス
プ
ー
ン
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
講
師
の
中
山
さ
ん
か
ら
作

り
方
と
作
業
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
さ
っ
そ
く
彫
刻
刀
で
彫
る
作
業
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
素
材
と
し
て
使
用
し

た
の
は
「
さ
く
ら
」
の
木
で
す
。
参
加
さ

れ
た
方
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
彫

刻
刀
の
扱
い
や
木
の
固
さ
に
戸
惑

い
な
が
ら
彫
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
く
る
と
手

際
よ
く
彫
り
進
め
、
み
る
み
る
ス

プ
ー
ン
ら
し
い
形
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
紙
や
す
り
で
滑
ら
か

に
す
る
工
程
に
入
り
ま
す
。
粗
さ

の
違
う
五
枚
の
紙
や
す
り
を
使
っ

て
、
ス
プ
ー
ン
の
先
端
か
ら
柄
ま

で
丁
寧
に
や
す
り
が
け
を
行
い
ま

す
。

　

や
す
り
が
け
が
終
わ
っ
た
ら
、

焼
き
ペ
ン
で
柄
の
部
分
に
名
前
な

ど
好
み
の
文
字
や
マ
ー
ク
を
入
れ

て
、
最
後
に
、
蜜
蝋
と
え
ご
ま
油

を
合
わ
せ
た
オ
イ
ル
で
つ
や
出
し

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
オ
イ
ル
を

含
ま
せ
た
布
を
使
っ
て
ス
プ
ー
ン

全
体
に
塗
り
込
み
、
袋
に
入
れ

て
、一
日
ほ
ど
な
じ
ま
せ
た
ら
完
成
で
す
。

　

初
め
て
の
方
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も

含
め
て
県
内
各
地
か
ら
二
〇
名
ほ
ど
が
集

ま
り
、
ラ
フ
ラ
フ
店
の
明
る
く
開
放
的
な

雰
囲
気
と
、
中
山
さ
ん
の
柔
ら
か
く
気
さ

く
な
人
柄
に
助
け
ら
れ
、
和
や
か
で
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
手

で
作
っ
た
ス
プ
ー
ン
は
と
て
も
愛
お
し

く
、
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
た

く
さ
ん
使
っ
て
い
た
だ
き
、
木
の
良
さ
や

温
か
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
活
の
中

に
積
極
的
に
木
製
品
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
、
森
や
木
に
思
い
を
馳
せ
る
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
い
ま
す
。

※
１�　

食
卓
用
の
ナ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ク
な
ど

口
に
入
れ
る
た
め
手
に
持
っ
て
使
う
器

具
の
総
称

女
性
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

「
木
の
ス
プ
ー
ン
を
作
ろ
う
～
木
の
ス
プ
ー
ン
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
」を
開
催
し
ま
し
た

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

講師の中山さんによる説明 ワークショップの様子

中山さんに教わりながら作業を進めました 焼きペンで名前やワンポイント等を描きます

完成したスプーン、皆さん可愛くできました！ 作ったスプーンを手にしての集合写真
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平
成
三
〇
年
十
一
月
八
日（
木
）、
郡
山

市
の
「
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
、「
ふ
く
し
ま
木
育
推
進
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
行
政
関
係
者
や
森
林

林
業
関
係
者
、
保
育
・
幼
児
教
育
関
係
者

な
ど
約
六
〇
名
の
参
加
者
は
、
木
育
の
意

義
や
木
製
品
の
良
さ
な
ど
に
更
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

【
木
製
玩
具
・
パ
ネ
ル
の
展
示
・
説
明
】

　

会
場
に
は
、
町
村
や
事
業
者
の
ご
協
力

を
得
て
、
本
誌
「
木
育
」
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
た
新
生
児
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
木
の

お
も
ち
ゃ
を

は
じ
め
子
ど

も
達
が
楽
し

く
遊
べ
る
木

製
玩
具
や
木

育
推
進
に
関

す
る
パ
ネ
ル

を
展
示
・
ご

説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は

木
製
品
の
良

さ
を
実
際
に

見
て
、
触
れ

て
、
感
じ
て

い
た
だ
き
、

出
展
者
間
で

も
情
報
交
換

が
行
わ
れ
、

木
育
を
通
じ

た
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

【
講
演
会
】

　

講
演
会
で

は
、
木
育
の
先
駆
者
と
し
て
木
や
森
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
お
持
ち
の
四
名
の
講
師

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
各
地
で
の
取
組

事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、

・
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
副
館
長
の
馬
場

清
氏
か
ら
は
、
木
育
は
全
国
各
地
で
特

色
あ
る
取
組
が
広
が
っ
て
お
り
、
子
育

て
支
援
、
環
境
保
全
、
地
域
創
生
に
も

繋
が
る
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と

・
前
塙
町
長
の
菊
池
基
文
氏
か
ら
は
、
地

域
の
森
林
資
源
・
人
材
を
活
か
す
た
め
、

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
の
取
組
を
進
め

た
こ
と

・
㈱
マ
ス
ト
ロ
・
ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト
の
富
永

周
平
氏
か
ら
は
、
地
域
の
人
・
モ
ノ
・

コ
ト
と
連
携
し
、
子
ど
も
が
楽
し
く
遊

べ
る
よ
う
安
全
・
安
心
な
デ
ザ
イ
ン
に

心
が
け
て
い
る
こ
と

・
福
島
県
林
業
振
興
課
の
松
浦
由
佳
氏
か

ら
は
、
県
の
森
林
環
境
税
を
活
用
し
、

木
育
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
映
像
も
交
え
丁
寧
に
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
幼
少
の

頃
よ
り
木
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育
む

「
木
育
」
の
取
組
は
、
森
林
・
林
業
の
フ
ァ

ン
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
保
育
や
幼
児
教

育
等
と
連
携
し
「
木
」
を
中
心
と
す
る
地

域
産
業
の
活
力
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
る

こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
林
業
会
議
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
と
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

し
、林
業
関
係
十
団
体
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
基

本
方
針
の
見
直
し
を
国
が
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
森
林
・
林
業
の
再

生
を
成
し
遂
げ
る
上
で
十
年

間
で
は
解
決
で
き
な
い
諸
問

題
に
つ
い
て
、
復
興
・
創
生

期
間
後
も
継
続
し
て
取
り
組

む
よ
う
、
平
成
三
十
年
十
二

月
十
日
に
復
興
庁
及
び
林
野

庁
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
で
は
、
放
射
性
物
質

対
策
と
森
林
整
備
の
推
進
、

林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
に

向
け
た
支
援
、
海
岸
防
災
林
造
成
に
係
る

予
算
の
確
保
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
確
実

な
実
施
も
求
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
要
望
に
際
し
て
は
前
復
興
大
臣

の
吉
野
正
芳
衆
議
院
議
員
に
ご
同
行
い
た

だ
き
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
の
復
興
に
向
け
て
復
興
・
創
成
期
間
後
の

支
援
継
続
を
国
へ
緊
急
要
望

福
島
県
林
業
会
議

牧元幸司林野庁長官

木製玩具・パネルの展示・説明

講演会

ふ
く
し
ま
木
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

渡辺博道復興大臣
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　南会津地方は、総土地面積の約93％を森林が占め、うち約46％が民有林となっています。民有林の約21％を
占める人工林のうち、利用伐期齢（６～９齢級）と標準伐期齢を超える森林は全体の約９割となり、間伐及び
主伐による森林資源の本格的な利用の推進が重要となっています。そのため、農林事務所においては次のよう
な活動を行ってきました。

⑴　間伐推進のための啓発活動
　　管内の民有林は公有林や共有林が多く、私有林のうち個人所有は約38％となっていますが、私有林は小規

模な所有者が多く、集約化に工夫が必要となります。
　　このことを踏まえ、平成27年度から南会津町針生地区で間伐可能な森林の洗い出しを行うとともに、共有

林、小規模森林所有者の立会いによる現地説明会を行い、同意の取りまとめと集約化を図りました。この結
果、平成30年度までに約29haの間伐を実施することができました。

　　また、同町高野地区においては、平成29年度に南会津森林組合と協力し、森林所有者と一緒に現地踏査を
実施して約５haの境界確認を行いました。現在、森林所有者の意向確認と森林作業道の線形を検討しており、
平成31年度に間伐等を実施する計画です。

⑵　森林資源の循環利用の推進
　　南会津町役場新庁舎の建設に際し、町有林の木材を庁舎に利用することを当初計画に盛り込み、町と県産

材の利用推進等に取り組むNPO法人みなみあいづ森林ネットワーク、林業普及指導員が連携して町有林の
伐採と再造林を進める計画づくりを行いました。平成26～28年度にかけてNPO法人が町有林約３haからス
ギ、カラマツを伐採・搬出し、伐採跡地にはカラマツを植栽しました。

　　今年度の管内における森林整備は約800haを計画しているうち、森林環境基金森林整備事業（県単独事業）
による切り捨て間伐が約６割を占めていますが、路網整備に加えて、主伐と再造林など森林資源の循環的な
利用について森林所有者に働きかけを行っています。

　　また、近年のコンテナ苗の需要の高まりから、当管内の特徴的な樹種であるカラマツのコンテナ苗の生産
施設整備が計画されています。今後も引き続き、管内の林業事業体と連携しながら、森林資源の循環利用を
推進してまいります。

森林資源の循環利用と
              森林整備の推進

普及指導員通信

　福島県南会津農林事務所
林業普及指導員　山　河　　　周

森林所有者立会いによる現地確認 南会津町役場内装
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◎
は
じ
め
に

　

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な

発
展
の
た
め
、
事
業
体
の
雇
用
管
理
改
善

や
林
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
等
の
た
め

の
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
年
度
後
半
に
取
り
組
ん

だ
主
な
研
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
雇
用
管
理
研
修
会
・
雇
用
管
理
改
善
相
談
会

　

平
成
三
〇
年
八
月
七
日
、
郡
山
市
の

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

○
雇
用
管
理
研
修
会

　
　

第
一
部
は
、
講
師
と
し
て
中
小
企
業

診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
等
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
「
み
ら
い
の
経
営
」
代

表
の
山
崎
広
輝
氏
を
迎
え
て
「
欲
し
い

人
材
が
向
こ
う
か
ら
来
る
〝
す
ご
い
求

人
票
〟
の
作
り
方
―
林
業
事
業
体
の
職

員
募
集
に
お
け
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
積

極
的
活
用
術
―
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

第
二
部
は
、
講
師
と
し
て
厚
生
労
働

省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策

課
の
小
比
田
直
美
氏
を
迎
え
て
「
最
近

の
雇
用
失
業
情
勢
・
厚
労
省
の
雇
用
改

善
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
具
体
的
で
分
か
り

や
す
い
説
明
に
、
二
六
名
の
参
加
者
は

熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

○
雇
用
管
理
改
善
相
談
会

　
　
「
雇
用
管
理
研
修
会
」
の
終
了
後
、

事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
三
事
業
体

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
体
が
抱
え
る
雇
用

管
理
等
の
相
談
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

労
務
士
の
菅
野
隆
氏
及
び
林
業
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
二
名
が
応
じ
、
今
後
の
対

応
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

◎
基
幹
林
業
労
働
者
等
研
修
事
業

　

林
業
事
業
体
等
の
現
場
責
任
者
等
へ
の

持
続
可
能
な
林
業
経
営
に
必
要
な
知
識
と

技
術
を
付
与
す
る
た
め
の
研
修
と
し
て

「
森
林
作
業
道
作
設
研
修
」を
行
い
ま
し
た
。

　

○
森
林
作

業
道
作
設
研

修
（
初
級
・

上
級
）

　
　

効
率
的

な
素
材
生

産
シ
ス
テ

ム
の
基
盤

で
あ
る
丈

夫
で
簡
易

な
森
林
作

業
道
を
作

設
す
る
た
め
の
初
級
研
修
と
、
更
な
る

知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
の
上

級
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

初
級
研
修
は
八
名
、
上
級
研
修
は
六

名
の
計
十
四
名
の
方
が
修
了
し
ま
し

た
。

　
【
初
級
研
修
】

　
　

平
成
三
〇
年
十
月
二
三
日
か
ら
二
六

日
の
四
日
間
の
日
程
で
、
い
わ
き
市
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
現
地
研
修
は
、
関

東
森
林
管
理
局
磐
城
森
林
管
理
署
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
い
わ
き
市
田
人
町
内

の
国
有
林
で
行
い
ま
し
た
。

　
　

初
日
午
前
は
室
内
研
修
、
午
後
は
現

地
踏
査
及
び
支
障
木
の
伐
倒
等
を
行
い

ま
し
た
。
二
日
目
以
降
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ

を
使
用
し
て
の
基
礎
土
工
を
学
び
ま
し

た
。

　
【
上
級
研
修
】

　
　

平
成
三
〇
年
十
二
月
四
日
か
ら
七
日

の
四
日
間
の
日
程
で
、
初
級
研
修
と
同

じ
国
有
林
を
お
借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
　

初
日
午
前
は
室
内
研
修
、
午
後
は
現

地
踏
査
及
び
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
使
用
し
て

の
基
礎
土
工
及
び
応
用
土
工
と
し
て
丸

太
組
工
を
行
い
、
二
日
目
も
同
様
に
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
三
日
目
以
降
は
、

近
辺
の
作
業
道
作
設
実
例
の
視
察
や
講

師
に
よ
る
講
義
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
研

修
、
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
等
を
行

い
ま
し
た
。

◎
林
業
就
業
者
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業

　

林
業
就
業
者
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
研
修
会
と
し
て
「
森
林
（
も
り
）

づ
く
り
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

○
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
研
修
会

　
　

平
成
三
〇
年
十
二
月
十
九
日
、
郡
山

市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お

い
て
、
林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課
課

長
補
佐
の
三
間
知
也
氏
を
迎
え
「
森
林

経
営
管
理
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

四
八
名
の
参
加
者
は
、
今
年
四
月
の

法
施
行
を
控
え
、
盛
ん
に
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

◎
終
わ
り
に

　

今
後
も
様
々
な
研
修
等
を
予
定
し
て
お

り
、
逐
次
広
報
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

作業道上級研修　丸太組工の実習

作業道初級研修　バックホウによる実習

森林づくり研修会
活発な質疑応答が行われた

林
業
就
業
者
・
基
幹
的
な
就
業
者
の
定
着
促
進
、

専
門
知
識
・
技
能
向
上
へ

�
～
各
種
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
～

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

雇用管理改善相談会の様子

雇用管理研修会の様子
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団体のページ

既製遊具の検討

作成した１／５模型

作品の１つ「パズルハウス」

い
て
講
義
し
ま
し
た
。

２
．
遊
具
の
デ
ザ
イ
ン
・
開
発
に
当
た
り

⑴　

学
生
か
ら
の
提
案

　

①
使
う
側
（
子
供
目
線
）
の
視
点
で

　
　

・
楽
し
く
長
く
遊
べ
る
多
様
性
・
創

造
性

　
　

・
形
が
変
わ
る
物
、
心
を
く
す
ぐ
る

創
造
性
を
か
き
立
て
ら
れ
る
物

福島県産木材を使った
家具遊具の開発

木連だより

福島県木材協同組合連合会

　

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、

東
北
芸
術
工
科
大
学
（
山
形
市
）
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
と
連
携
し
な
が
ら
、

福
島
県
産
の
安
全
な
木
材
を
使
っ
た
家

具
・
遊
具
を
製
作
し
、
県
内
の
保
育
施
設

等
で
の
使
用
を
通
し
て
子
供
た
ち
へ
木
の

良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
取
組
を
し
て
い

ま
す
。

演
習
テ
ー
マ

「
こ
ど
も
の
た
め
の
ウ
ッ
ド
プ
ロ
ダ
ク
ト
」

　

東
北
芸
工
大
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
学
生
三
〇
名
を
対
象
に
、
プ
ロ
ダ
ク

ツ
デ
ザ
イ
ン
演
習
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
生
か
ら
新
し
く
魅
力
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

玩
具
等
の
演
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
木
材
の
性
質
等
の
講
義

　

木
材
の
性
質
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
県
木
連
よ
り
学
生
に
対
し
木
材
乾
燥

の
重
要
性
や
木
材
加
工
の
方
法
な
ど
に
つ

　
　

・
競
争
心
を
持
た
せ
る
物

　

②�

作
る
側
の
視
点
で

　
　

・
木
の
良
さ
や
特
徴
を
知
っ
て
制
作

（
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
ワ
ク
ワ

ク
す
る
）

　
　

・
子
供
に
は
遊
具
も
家
具
も
区
別
は

な
い

　
　

・
パ
ー
ツ
を
大
き
く
す
る
と
け
が
が

少
な
く
な
る

　

③
安
全
性
が
重
要

　
　

・
パ
ー
ツ
を
大
き
く
す
る

　
　

・
角
張
っ
て
い
な
い

　
　

・
釘
を
使
っ
て
い
な
い

　
　

・
子
供
に
は
動
か
せ
な
い
（
つ
な

が
っ
て
い
た
り
、
重
い
な
ど
）

⑵　

先
生
か
ら
の
提
案

　

①
デ
ザ
イ
ン
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る

ア
イ
デ
ア
や
理
論
が
必
要
不
可
欠

　

②
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た
せ
る
に
は
、
実

際
の
ユ
ー
ザ
ー
や
使
用
環
境
を
深
く

理
解
す
る
こ
と

　

③
演
習
で
は
実
際
に
子
供
た
ち
の
活
動

を
観
察
し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
デ
ザ

イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
践
す
る
こ
と

３
．
家
具
・
遊
具
の
デ
ザ
イ
ン
作
図
等

　

学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
家
具・

遊
具
の
提
案
を
行
い
次
の
手
順
で
演
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

①
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

　

②
図
面
の
作
成

　

③
五
分
の
一
ス
ケ
ー
ル
の
模
型
の
作
製

　

④
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

４
．
今
後

　

学
生
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
デ
サ
イ
ン
の

中
か
ら
四
～
五
点
を
選
び
試
作
を
行
い
、

製
品
化
し
ま
す
。
製
品
化
し
た
遊
具
等
は

県
内
の
保
育
施
設
等
で
使
っ
て
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
の
反
応
を
観
察
し
ま
す
。
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動
に
つ
い
て
、「
会
社
の
垣
根
を
越
え
て

各
社
の
技
術
を
結
集
し
協
力
し
合
う
こ
と

で
伝
統
技
術
を
活
か
し
た
製
品
づ
く
り
を

実
現
で
き
た
。
も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
や

行
動
に
移
す
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。」、
ま
た
「
私
た
ち
は
林
業
家
さ

ん
が
伐
っ
て
き
た
木
を
加
工
し
て
魅
力
あ

る
商
品
に
す
る
、
い
わ
ば
「
木
の
料
理

人
」」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｃ
２
が
生
み
出
す
美
味
し
い
商
品

を
、
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

林
業
福
島
事
務
局

伊
達
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
伊
達
市
）

木
に
触
れ
て
豊
か
な
心
を
育
む
「
木
育
」
⑪

○
は
じ
め
に

　

伊
達
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
デ
ィ
・
シ
ー
・
ツ
ー
有
限
責
任
事
業
組

合
（
以
下
「
Ｄ
Ｃ
２
」
と
い
う
。））」
は
、

東
京
で
開
か
れ
た
勉
強
会
で
地
域
材
を
使

う
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
白
井
貴
光
氏

（
㈲
白
井
木
工
所
代
表
取
締
役
）
が
、
原

発
事
故
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
直

面
し
て
い
る
福
島
県
の
林
業
を
応
援
し
よ

う
と
、
伊
達
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
県
外

の
若
手
事
業
者
三
名
と
一
緒
に
平
成
二
五

年
二
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｃ
２
で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
伝
統
技
術
に

培
わ
れ
た
魅
力
あ
る
製
品
開
発
に
挑
戦
す

る
と
と
も
に
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
木

の
良
さ
を
伝
え
、
地
域
材
の
活
用
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

○
木
製
遊
具
の
製
作

　

Ｄ
Ｃ
２
は
、
建
具
類
、
木
製
小
物
な
ど

の
製
作
、
公
共
施
設
の
内
装
木
質
化
へ
の

取
組
に
加
え
、
地
域
の
子
ど
も
達
に
木
育

活
動
を
通
し
て
木
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
屋
外
で
遊
べ

な
い
福
島
県
の
子
ど
も
達
の
た
め
、
木
の

温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
体
を
動
か
せ
る
屋

内
遊
具
と
し
て
製
作
し
た
、
途
中
で
折
り

曲
が
り
椅
子
に
も
平
均
台
に
も
な
る
「
ク

ネ
ク
ネ
橋
」
と
、
内
側
と
外
側
の
大
き
さ

が
違
う
円
盤
を
上
手
に
転
が
す
「
コ
ロ

Ｑ
」
は
、
い
ず
れ
も
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

二
〇
一
六
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
画
期
的
な
新
技
術
に
よ
り
木
材

を
極
薄
化
し
自
由
に
折
り
曲
げ
ら
れ
る

「
ふ
く
し
ま
の
木
の
折
り
紙
」
も
製
作
し

て
い
て
、
木
目
の
美
し
さ
と
木
の
香
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
木
製
品
は
、
材
料
に
は
地
域

産
の
ス
ギ
を
使
用
し
、
温
か
み
や
心
地
よ

さ
と
い
っ
た
木
の
魅
力
に
、
機
能
性
や
デ

ザ
イ
ン
性
と
い
っ
た
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
に
心
が
け
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
木
の
良
さ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

本
連
載
の
中
で
、
国
見
町
の
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
宣
言
の
記
事
（
通
巻
六
四
七
号
）

で
紹
介
し
た
こ
ど
も
木
育
広
場
「
つ
な
が

～
る
」
を
施
工
し
た
実
績
を
買
わ
れ
、
同

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
誕
生
祝
品

を
検
討
す
る
「
木
育
木
工
デ

ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
画

し
て
い
る
ほ
か
、
町
が
主
催

す
る「
木
育
木
工
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
の
講
師
を
務
め
、
一
般

消
費
者
の
方
々
に
木
の
魅
力

を
精
力
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
新
宿
御
苑

で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
三
回

ロ
ハ
ス
デ
ザ
イ
ン
大
賞
二
〇

一
八
新
宿
御
苑
展
」
や
国
見

町
で
開
催
さ
れ
た
「
暮
ら
し

の
中
の
木
づ
か
い
展
」な
ど
、

県
内
外
で
開
催
さ
れ
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
木
製
遊
具
等
を

体
験
展
示
し
、
県
産
材
の
良

さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

白
井
氏
は
、
Ｄ
Ｃ
２
の
活

事業所内にある木製品ディスプレイ

木の折り紙で折った「折り鶴」 「暮らしの中の木づかい展」に出展

クネクネ橋 コロＱ
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国
指
定
重
要
文
化
財
の
小
倉
寺
観
音

（
木
造
千
手
観
音
像
）
は
、
福
島
市
小
倉

寺
地
区
で
最
も
有
名
で
あ
ろ
う
も
の
だ

が
、
地
元
の
人
で
も
滅
多
に
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
私
も
車
の
お
祓
い
の
時
が
一

番
最
近
だ
。
見
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、

小
倉
寺
観
音
を
管
理
さ
れ
て
い
る
大
蔵
寺

に
、
車
の
お
祓
い
を
頼
む
と
見
せ
て
貰
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
お
祓
い
し
た

い
車
で
川
俣
町
方
面
か
ら
国
道
一

一
四
号
に
あ
る
渡
利
ト
ン
ネ
ル
へ

向
か
っ
て
右
側
の
横
道
に
入
れ

ば
、
左
側
に
見
え
る
。

　

散
歩
で
大
蔵
寺
ま
で
登
る
こ
と

も
楽
し
い
。
私
の
一
番
オ
ス
ス
メ

だ
っ
た
散
歩
道
は
渡
利
ト
ン
ネ
ル

の
造
成
で
一
部
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
も
う
見
ら
れ
な
い

が
、
以
前
は
美
し
い
桜
並
木
が

あ
っ
た
。
桜
並
木
を
通
り
、
右
に

曲
が
る
と
左
手
に
石
段
が
あ
る
。

石
段
は
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
風
化

具
合
で
、
落
ち
て
怪
我
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
怖
々
と
す
る
そ
の

反
面
で
冒
険
す
る
よ
う
な
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
で
登
っ
た
も
の
だ
。
石
段

を
登
り
、
雑
木
林
を
抜
け
る
と
桜
が
綺
麗

な
大
蔵
寺
の
駐
車
場
へ
と
た
ど
り
着
け

る
。
小
倉
寺
観
音
は
そ
こ
か
ら
お
寺
を
通

り
道
な
り
に
進
み
、
大
き
な
木
に
吊
さ
れ

た
大
わ
ら
じ
を
横
目
に
石
段
を
登
れ
ば
着

く
。
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
の
散
歩
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

十
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
二
四
㌫
増
（
前
年
比
一
〇
㌫
増
）

の
二
四
、
八
三
九
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
九
㌫
増
（
前
年
比
九
㌫
増
）
の
二
四
、
九
〇
三
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

十
一
月
の
価
格
は
強
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

小
倉
寺
観
音

加　

藤　

沙　

織

い
わ
き
農
林
事
務
所

素材の価格〈工場着価格〉（11月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 7（ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 7（ 7～ 7） 0 8（ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 14（13～14） 0 10（ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
 5～ 9

4.00
並

スギ
9（ 8～10） 0 （ 0～ 0） 9（ 8～ 9） 0 9（ 8～10） 0

10～14 並 12（12～13） 0 （ 0～ 0） 11（11～12） 0 12（11～13） 1

中

14～22

3.00
並 スギ 13（11～16） 0 11（11～11） 0 14（14～14） 1 13（11～16） 1

並 ヒノキ 19（16～22） 0 15（15～15） 0 17（17～17） 1 17（15～22） 0

6.00
並 スギ 16（15～17） 0 11（10～12） 0 17（17～17） 1 15（10～17） 0

並 ヒノキ 30（25～35） 0 （ 0～ 0） 22（20～24） 0 26（20～35） 0

20～28

3.65 並
スギ

13（12～14） 1 11（10～12） 0 13（13～14） 1 13（10～14） 1

4.00 並 12（11～13） 0 11（11～11） 0 13（13～14） 1 12（11～14） 0

4.00 並
アカマツ

9（ 7～11） 0 （ 0～ 0） 10（ 9～11） 0 9（ 7～11） 0

1.80 並 8（ 5～11） 0 （ 0～ 0） 8（ 8～ 8） 0 8（ 5～11） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 30（29～30） 0 30（29～30） 0

並 米マツ （ 0～ 0） 34（34～34） 0 29（28～29） 0 30（28～34） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 27（25～29） 0 27（25～29） 0

4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25（25～25） 0 25（25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 26（25～27） 0 26（25～27） 0

パルプ
用材

並 マツ 7（ 7～ 7） 0 （ 0～ 0） 6（ 6～ 6） 0 6（ 6～ 7） 0

並 広葉樹 9（ 9～ 9） 0 （ 0～ 0） 7（ 7～ 7） 0 8（ 7～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

小倉寺観音の収蔵庫
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お知らせコーナー

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

如
　
　
月

表紙の写真
　

こ
の
二
月
は
、
私
の
誕
生
月
だ
。
誕
生
日
を
一
年
、
一
年
の
節
目
と
す
る
な
ら
、
小
さ

い
頃
の
誕
生
日
は
、
目
に
見
え
て
心
身
と
も
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
記
念

日
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
少
し
ず
つ
年
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
ひ
と
つ
の
節
目
に
変
わ
り

は
な
い
が
、『
思
え
ば
遠
く
へ
き
た
も
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
ま
で
ゆ
く
の
や
ら
…
。』
の

心
境
で
あ
る
。
自
分
の
人
生
を
少
し
だ
け
振
り
返
っ
て
み
る
が
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
ま
で
ゆ

く
の
か
な
ど
、
自
分
自
身
で
さ
え
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
年

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
愉
し
い
の
だ
ろ
う
。

　

二
月
は
「
如き
さ
ら
ぎ月

」。
そ
の
「
如
」
は
「
従
う
」
と
い
う
意
味
で
、
ひ
と
つ
が
動
き
出
す

と
次
々
に
従
っ
て
動
き
出
す
。
そ
の
動
き
出
す
状
態
、
つ
ま
り
、
自
然
や
草
木
、
動
物
な

ど
、
全
て
が
春
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
月
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
、
私
も
冬
晴
れ

の
日
に
散
歩
に
出
て
み
た
。
冬
の
柔
ら
か
く
暖
か
な
光
を
う
け
、
自
分
の
町
を
散
歩
す
る

の
は
心
地
が
よ
い
。
冬
の
寒
さ
に
縮
こ
ま
っ
た
町
も
人
の
心
も
開
放
さ
れ
て
、
少
し
伸
び

を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
温
泉
街
の
こ
の
町
は
、
あ
ち
こ
ち
で
足
湯
を
楽
し
む
人
、
日
な
た

の
ベ
ン
チ
で
話
に
興
じ
る
お
年
寄
り
た
ち
。
そ
し
て
遠
く
雪
の
冠
っ
た
吾
妻
連
峰
は
、
一

枚
の
早
春
の
絵
の
よ
う
に
、
淡
い
水
色
の
空
に
映
え
て
い
る
。
い
つ
も
見
慣
れ
た
町
だ
が
、

こ
ん
な
心
地
よ
い
日
に
は
「
こ
の
町
を
旅
し
て
い
る
」
と
思
う
だ
け
で
違
う
風
景
が
見
え

て
く
る
よ
う
だ
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
を
散
歩
し
な
が
ら
、
遠
い
記
憶
の
糸
を
手
繰
り

よ
せ
、
時
に
途
切
れ
た
糸
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
、
わ
ず
か
な
散
歩
の
時
に
懐
か
し
く

心
遊
ば
せ
た
。

　

歩
き
な
が
ら
、
梅
の
木
の
枝
先
に
、
蕾
が
こ
こ
あ
そ
こ
に
た
く
さ
ん
の
点
と
な
っ
て
、

光
の
春
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
こ
ん
な
発
見
も
、
ま
た
ひ
と
つ
年
を
重
ね

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
風
景
な
の
か
も
知
れ
な
い
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

「雪にも負けず」
第15回ふくしま森林・林業写真コンクール
優秀賞（県森林・林業・緑化協会賞）
受賞者　相馬雅俊さん（福島市）
撮影場所：猪苗代町

ウッドデザイン賞2018で優秀賞（林野庁長官賞）を受賞
～いわきCLT復興公営住宅～

第43回福島県児童・生徒木工工作コンクールで表彰

　「木」に関するあらゆるモノ・コトを対象に、優れた製品・取組等を表彰する「ウッド
デザイン賞2018」のソーシャルデザイン部門（木を使って地域や社会を活性化しているも
の）建築・空間分野で、CLTパネル工法では国内最大級の共同住宅（地上３階建て、57
世帯）である「いわきCLT復興公営住宅」（いわき市常磐下湯長谷地区）が優秀賞（林野
庁長官賞）を受賞し、平成30年12月６日に東京都内で表彰式が行われました。
　同住宅は、ふくしまCLT木造建築研究会が設計、会津土建㈱などの共同企業体が施工
したもので、平成30年度木材利用優良施設コンクールでも、木材利用推進中央協議会会長
賞を受賞しました。

　木を通じた体験を思い出に、子ども達の未来につながる新たな第一歩となることを願っ
て、「君がつなげるウッドメモリーズ」をテーマに開催された第43回福島県児童・生徒木
工工作コンクールの表彰式が平成30年11月25日にいわき市で行われました。
　コンクールには、県内の小学生から583点の応募があり、最優秀賞（福島県知事賞）受
賞者は、次のとおりです。

部　門 作　品　名 受賞者氏名 学校名・学年
第１部門（小学校低学年） はばたく鳥 阿部　幸賢 福島市立野田小学校４年
第２部門（小学校高学年） 子負虫と麦魚・生と死 井上　喬平 いわき市立泉小学校６年

ベランダ側

第２部門　最優秀賞作品「子負虫と麦魚・生と死」

玄関側

第１部門　最優秀賞作品「はばたく鳥」



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大38度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッター解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

www.iwafuji.co.jp

（ 北関東支店） 福島県郡山市八山田5-314
TEL 024-973-5166 FAX 024-973-5168

（ 本社・工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西5-1
（ 支 店 ） 札幌･東北･北関東･関東･中部・関西･九州

For the future with forest

GP-35Bグラップルプロセッサ

最新のGP‐8コントローラを搭載
・5.7インチカラー液晶ディスプレイによる多彩な

情報表示

・感圧式タッチパネル採用により操作性が向上

・A,B,C,Dの4コード毎に4種類、合計16種類の測

長設定値

・樹種を4種類登録でき、個別に材長調整値の

設定が可能

新開発のスタッドローラ(オプション)
・鉄輪の全周に装着された無数の

スタッド（鋲）が材を強力に捉え、

送りモータのトルクを伝えます。

・特殊形状のスタッドを一体化した

シンプルな構造で、メンテナンス

イワフジのGPシリーズ
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚


